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本研究では，視覚刺激と聴覚刺激を複数並行して呈示し、各感覚に対する刺激の記憶されやすさ（感覚優位性）を視聴覚

刺激の同時呈示と交互呈示の条件で比較した。実験の結果、両条件で平均正再認率は、聴覚刺激が視覚刺激より有意に高

かった。一方、個人ごとの視覚刺激と聴覚刺激の正再認率を調べると同時呈示条件では負の相関の有意傾向がみられたの

に対し、交互呈示条件では有意な正の相関がみられた。この結果は、呈示方法によらず視聴覚刺激の記憶では聴覚優位だ

が、同時呈示における記憶の感覚優位性には個人差があり、その特性は記憶の保持や想起よりも、注意や知覚の段階で生

じている可能性を示唆する。 
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問題・目的 

同時に複数の刺激が呈示された時，感覚モダリティ
ごとに異なるまたは相反する情報が呈示されている状
況では，特定の感覚モダリティが優先的に処理され，
他の感覚モダリティの処理を減衰させる感覚優位性が
みられることがある（Robinson et al., 2020）。一方
で，普段の生活では，耳で聞くよりも目で見たものの
方がよく覚えているといったような，感覚モダリティ
に対する嗜好性や個々の特性があると考えられてい
る。そのため，多くの人に共通してみられる感覚優位
性にも個人差があることが考えられる。 

先行研究（澤田・大山, 2023）で，同時に系列呈示
された視覚刺激と聴覚刺激の再認課題を行った結果，
平均的には聴覚優位性がみられ，個人ごとの視覚刺激
と聴覚刺激の正再認率の関係には，有意な負の相関が
みられたことから，感覚優位性には個人差があること
が示唆された。しかし，この個人差が認知処理のどの
段階によるものなのかは明らかではない。 

そこで本研究では，同時呈示でみられた感覚優位性
の個人差が，注意のような認知処理の比較的初期の段
階で生じているのか，それ以降の段階で生じているの
か調べるために，記憶しなければならない項目数は同
じであるが，刺激を交互に呈示する条件を行うこと
で，同時呈示条件との比較検討を行った。 

 

方法 

実験参加者 大学生，大学院生59名（男性29名，女
性30名，平均年生20.407（SD ＝ 1.510））。参加者の
謝礼としてQUOカード2500円分を渡した。 
刺激 刺激は３音節の単語で，視覚刺激はモニター
上にカナ表記で呈示した。聴覚刺激はヘッドホンに音
声で呈示した。各単語の提示時間は約600ミリ秒で，
刺激間間隔は500ミリ秒であった。 

課題 視覚刺激と聴覚刺激を用いた再認課題を行っ
た。呈示条件は３条件あり，視覚と聴覚が同時に呈示
される条件と，交互に呈示される条件で，視覚刺激が
先に呈示される条件と聴覚刺激が先に呈示される条件
であった。すべての課題で１試行において，視覚刺激
（テキスト）と聴覚刺激（音声）が各８単語，計１６
単語が系列呈示された。試行数はそれぞれ計１６試行
で，練習を２試行，続けて本番を１４試行行った。 

質問紙 質問紙には，学習スタイル質問紙（宮﨑, 

2018），日本語版VVQ（長谷川, 1993），日本語版Q

（若林・東条, 2018），日本語版プリモス感覚イメー
ジ尺度（福井・青木, 2022）を使用した。 

手続き 参加者は，すべての条件の実験を行い，そ
の後で質問紙に回答した。実験は薄暗い静かな個室
で，回答はすべてマウス操作で行った。実験プログラ
ムにはOhyama（2016）のシステムを使用して行っ
た。  

 

結果 

 同時呈示と交互呈示における視覚刺激と聴覚刺激の
正再認率を比較するため，呈示方法（同時呈示，交互
呈示の聴覚刺激先行，交互呈示視覚刺激先行）×呈示
モダリティ（視覚，聴覚）の二要因分散分析を行っ
た。その結果，聴覚刺激の正再認率が有意に高かった
（F（1, 58）= 42.415, p <  0.001）。また，呈示方法に
おいても有意差があり（F（1, 118）= 73.834, p <  

0.001），同時呈示よりも交互呈示の聴覚刺激先行と
視覚刺激先行呈示の正再認率が有意に高かった（順
に，ｔ(58) = 11.244 , p <  0.001, ｔ(58) = 9.250 , p <  

0.001）（図１）。 
 また，呈示方法ごとの，視覚刺激と聴覚刺激の正再
認率の関係では，同時呈示では負の相関の傾向がみら
れた（r =  -.252 , 95%CI [-.477 , .005], p = .054）が，交
互呈示では，呈示順序に関わらず有意な正の相関がみ
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られた（聴覚刺激先行：r = 0.465, p < 0.001，視覚刺
激先行：r = 0.660, p < 0.001）（図2）。 

 

図 1  呈示方法ごとの視覚刺激と聴覚刺激の正再認率 

 

 

図 2  視覚刺激と聴覚刺激の正再認率の関係      

（左：同時呈示条件，右：交互呈示条件） 

 

考察 

同時呈示と交互呈示の正再認率を比較すると，交互
呈示の正再認率のほうが有意に高かった。認知資源に
は容量の限界があり，複数の刺激が同時に呈示される
と注意が分配されると考えられている (Kahneman, 

1973）。従って同時に呈示された条件のときには，視
覚刺激と聴覚刺激で注意が分配され，交互に呈示され
た条件では，それぞれの刺激に十分に注意をむけるこ
とができたために，交互呈示の正再認率のほうが有意
に高かった可能性がある。また，視覚刺激よりも聴覚
刺激の正再認率が有意に高いことから，平均的に聴覚
刺激のほうにより注意が分配された可能性が考えられ
る。先行研究（Robinson et al., 2020）でも，視覚と聴
覚で刺激を同時に呈示したとき，視覚刺激よりも動的
で一過性な聴覚刺激に注意が奪われる可能性が示唆さ
れている。また，両条件で，平均的に視覚刺激よりも
聴覚刺激の正再認率が有意に高かった理由としては，
視覚刺激よりも聴覚刺激のほうがより親近性効果が強
いというモダリティ効果が関係している可能性がある
（e.g. 濱田,1990; Penney, 1989）。 

各条件で個人ごとの視覚刺激と聴覚刺激の正再認率の
関係を調べた結果，同時呈示では先行研究（澤田・大
山, 2023）と同様の負の相関の傾向がみられた。一方
で交互呈示では，同時呈示と記憶する項目数が同じで
あるにもかかわらず，視覚刺激と聴覚刺激に有意な正
の相関がみられ，同時呈示の結果と逆の傾向を示し
た。そのため，同時呈示の時に生じる優位性の個人差
は，記憶の保持や想起の段階ではなく，注意や知覚の
段階で生じている可能性が示唆される。 

本実験では，刺激は言語刺激でのみ行っているた
め，今後は，非言語刺激の場合で，同様の聴覚優位性
がみられるか，感覚優位性の効果における個人差は異
なるかを検討する必要がある。 

 

結論 

本研究の結果、呈示方法に関わらず，単語刺激につ
いては聴覚優位であることがわかった。一方，聴覚の

優位性効果には個人差があり，その個人差は記憶の保

持や想起ではなく，注意や知覚の段階に生じている可
能性を示唆した。 
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